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今
年
度
の
当
初
予
算
は
、骨
格
予
算
と
し
て
編
成
し
て
い

ま
し
た
。こ
の
た
め
、６
月
議
会
に
お
い
て
成
立
し
た
補
正
予

算
が
、後
藤
県
政
と
し
て
初
の
本
格
的
政
策
予
算
で
す
。

　「
輝
き 

あ
ん
し
ん 

プ
ラ
チ
ナ
社
会
」の
実
現
に
向
け
、「
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
や
ま
な
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
基
づ
き
推
進
す
る
具

体
的
施
策
に
つ
い
て
は
、厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
各
般

に
わ
た
り
創
意
工
夫
を
凝
ら
す
中
で
、積
極
的
に
予
算
計
上

し
ま
し
た
。

農林水産業費
266億円
5.8%

その他支出
512億円
11.0%

公債費
881億円
19.1%

土木費
635億円
13.7%

民生費
505億円
10.9%

商工費
368億円
8.0%

地方交付税
1,340億円
29.0%

県 税
902億円
19.5%

県 債
605億円
13.1%

繰入金
387億円
8.4%

国庫支出金
508億円
11.0%

その他収入
882億円
19.0%

動
き
出
す
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
や
ま
な
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

新
た
な
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て

6月現計
歳出総額
4,624億円

6月現計
歳入総額
4,624億円

警察費
223億円
4.8%

総務費
315億円
6.8%

教育費
919億円
19.9%

平成27年度一般会計6月現計予算額

　
本
年
６
月
に
公
表
し
た
総
合
計
画（
暫
定
版
）で
は
、本
県
が
目

指
す
新
た
な
地
域
社
会
を
、プ
ラ
チ
ナ
の
ご
と
く
光
る
価
値
を
世
界

に
発
信
し
、全
て
の
県
民
が
明
る
く
希
望
に
満
ち
安
心
し
て
暮
ら
せ

る「
輝
き 

あ
ん
し
ん 

プ
ラ
チ
ナ
社
会
」と
し
ま
し
た
。ま
た
、県
民
と

共
有
す
る
新
た
な
県
土
像
と
し
て
、生
き
生
き
と
し
た
県
民
生
活
や

活
発
な
交
流
な
ど
の
舞
台
と
な
る「
１
０
０
万
人
都
市・や
ま
な
し
」

を
掲
げ
ま
し
た
。

山
梨
県
総
合
計
画（
仮
称
）を
策
定
し
て
い
ま
す

平
成
27
年
度
の
本
格
的
政
策
予
算
が
成
立
し
ま
し
た

目指すべき地域社会
輝き あんしん プラチナ社会

ダイナミックやまなし
プロジェクト（６プロジェクト）
プロジェクトを具体化するための
取り組み（２１政策）
各政策を構成する
具体的な取り組み

ダイナミックやまなしプロジェクト

県民の皆さんのご意見、ご提言を募集中

「輝き あんしん プラチナ社会」の実現に向け、スピーディーかつ着実に事
業の成果を挙げるため、６つの方向からの新たな地域づくりの取り組みを
「ダイナミックやまなしプロジェクト」として位置付け、政策を展開していきます。

募集期間／～8月31日（月）
閲覧場所／県民情報センター、各地域県民センター、県内各公立図書
　　　　　館など　※県ホームページでもご覧いただけます。

目指すべき地域社会 「輝き あんしん プラチナ社会」
＜県土像＞１００万人都市・やまなし

定住人口の増加

県民総参加による新たな地域づくり
《ダイナミックやまなし》
県民総参加による新たな地域づくり
《ダイナミックやまなし》やまなし創生

推進
プロジェクト

まなび・子育て
環境創造
プロジェクト

基幹産業
発展・創造
プロジェクト

健やか・快適
環境創造
プロジェクト

地域産業
元気創造
プロジェクト

安全安心・交流
基盤創造
プロジェクト

東京圏に近接する
立地条件

魅力的な自然環境
豊かな地域資源

リニア中央新幹線等による
アクセス性の飛躍的向上

交流人口の拡大 地域の活性化

安心・防災力

山梨を支える
３つの力
価値と

安心感の源泉

景観・農業力
エネ
ルギ
ー供
給力

「輝き あんしん プラチナ社会」実現に向けて

117の公約については、昨年度２月補正予算と合わせて、
その全てについて着手できる見込みです。

今回予算化した事業のうち、「リニア環境未来都市」の創造、
先進的な高度医療の導入といった主要なプロジェクトについ
ては、調査・検討のための経費を計上しています。今後、県民
の皆さんのご意見を幅広く伺いながら取り組みます。

社会保障関係費や公債費などの増加により、本県財政が大
変厳しい状況にあることを踏まえ、公共事業・県単独公共事
業の事業費を抑制しました。一方で、東京オリンピック・パラリ
ンピックの開催やリニア中央新幹線の開通を見据え、集中的
に整備を進めることが必要な事業に対しては、重点投資枠を設
定し、財源を重点配分しました。

予算編成のポイント

1

2 5

3 6

4

■

■

■

本年12月を目途に、最終的な総合計画を策定します。


